
報告３ 

１ 募集形態の変更 

○ 現在、小山高等学校では、普通科と数理科学科でそれぞれ別に募集定員を定め入学者選抜を実施している。 

○ 令和９（2027）年度入学者選抜からは、普通科と数理科学科について一括して募集する「くくり募集」を実施する。 

  ○ 一年次は普通科・数理科学科として共通の学習を行い、二年次から普通科と数理科学科に分かれ、それぞれの学科の学習を行う。 

 

令和８（2026）年度入学者選抜  

普通科  １２０名（予定）  

数理科学科   ４０名（予定）  

  

 

２ くくり募集の趣旨 

  ○ 小山高校のスクールミッション 「自己の特性や可能性を探求する教育活動を通して、 社会のリーダーとして活躍できる人材を育成する学校」 

○ 小山高校のスクールミッションに即して、高校入学後、自らの適性と目指したい進路の方向性を 1年間見極めたうえで学科選択をする。 

 ○ 高校一年次に全員に数理科学科の授業を導入し、物事の分析手法や表現方法を学び、探究活動の基礎を身に付ける。 

 

３ 導入時期と中等教育学校への移行について 

 

令和９（2027）入学者選抜から 

普通科・数理科学科  １６０名（仮）  

令和９（2027）年度県立小山高等学校の入学者選抜について 

※令和９年度入学者選抜の募集定員については、令和８年

度入学者選抜の募集定員を基に仮の数で表現しています。  


